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近
年
「
気
候
変
動
」
が
特
に
大
き
な
関
心
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

二
〇
二
三
年
夏
は
異
常
高
温
と
火
災
が
世
界
各
地
で
大
き
く
フ
ォ
ー

カ
ス
さ
れ
た
。
災
害
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
）
が
二
〇
二
三

年
に
発
表
し
た
自
然
災
害
発
生
件
数
に
関
す
る
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、

特
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
件
数
を
大
き
く
伸
ば
し
て
き
た
の
は
洪

水
災
害
で
あ
り
、
二
〇
二
一
年
時
点
に
お
け
る
自
然
災
害
総
数
に
対

す
る
洪
水
数
の
比
率
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
し
て
い
る
。
気

候
変
動
が
引
き
起
こ
す
問
題
の
大
半
は
洪
水
の
問
題
、
よ
り
正
確
に

言
え
ば
雨
の
「
降
り
方
」
の
問
題
で
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
含

め
た
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
年
間
降
水
量
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

超
え
る
雨
（
モ
ン
ス
ー
ン
）
が
七
月
か
ら
九
月
の
わ
ず
か
三
カ
月
の
間

に
降
る
。
そ
し
て
世
界
人
口
の
約
四
分
の
一
に
相
当
す
る
南
ア
ジ
ア

の
人
口
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
こ
の
降
水
に
依
存
し
て
生
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
南
ア
ジ
ア
で
は
、「『
水
』
の
恩
恵
と
災
厄
と
の
格

闘
が
人
間
の
生
活
を
支
え
、
歴
史
を
形
作
っ
て
き
た
」（
ス
ニ
ー
ル 

二
〇
二
一
年
）。
そ
し
て
気
候
変
動
が
引
き
起
こ
す
雨
の
「
降
り
方
」

の
揺
ら
ぎ
は
、
南
ア
ジ
ア
の
大
半
の
人
々
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え

る
。
気
候
変
動
問
題
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
限
ら
ず
南
ア
ジ
ア
全

体
に
と
っ
て
も
、
国
や
地
域
の
在
り
方
を
左
右
す
る
大
き
な
問
題
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国
土
の
大
部
分
は
、
ベ
ン
ガ
ル
デ
ル
タ
と
呼

ば
れ
る
世
界
で
有
数
の
巨
大
な
氾
濫
原
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ン

ガ
ル
デ
ル
タ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
源
流
を
持
つ
ガ
ン
ジ
ス
川
・
ブ
ラ

マ
プ
ト
ラ
川
の
両
水
系
に
よ
り
形
作
ら
れ
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
を
終
点
と

す
る
東
西
約
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
領
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
理
条
件
か
ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
は
洪
水
と
サ
イ
ク
ロ
ン
に
頻
繁
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
（
大
橋
ら 

二
〇
一
七
年
）。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
氾
濫
原
の
開
拓
は
一
二
世
紀
前

後
か
ら
進
み
、
一
九
世
紀
以
前
に
は
氾
濫
原
の
ほ
ぼ
全
域
で
定
住
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氾
濫
原
に
は
、
度
重
な
る
洪
水
と
河

川
流
路
の
変
化
に
よ
っ
て
自
然
堤
防
が
網
目
状
に
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。
長
い
年
月
を
か
け
て
、
人
々
が
こ
う
し
た
自
然
堤
防
上
の
微
高

地
に
土
盛
り
し
、
そ
の
上
に
屋
敷
地
と
集
落
を
つ
な
ぐ
道
路
を
築
き

つ
つ
、
氾
濫
原
の
開
拓
を
拡
大
し
て
い
っ
た
（
宮
本
ら 

二
〇
一
四
年
）。

こ
の
た
め
雨
季
に
衛
星
画
像
で
こ
の
国
を
観
察
す
る
と
、
屋
敷
地
と

道
路
以
外
の
大
半
の
土
地
が
冠
水
し
た
、
信
じ
が
た
い
ほ
ど
大
き
な

ス
ケ
ー
ル
の
自
然
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

気
候
変
動
に
伴
う
洪
水
災
害
の
リ
ス
ク
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

地
理
的
に
は
南
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
上

述
し
た
地
理
と
地
形
に
よ
り
、
洪
水
災
害
に
特
に
脆
弱
で
あ
る
。
近

年
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、「
気
候
（
変
動
）
難
民
」
と
い
う
言
葉
が

現
地
の
報
道
を
賑
わ
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。「
毎
年
平
均
七
〇
万

人
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
が
洪
水
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

首
都
ダ
ッ
カ
の
ス
ラ
ム
人
口
の
最
大
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
洪
水
に
起

因
し
た
農
村
人
口
の
流
入
に
起
因
し
て
い
る
」（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
二
〇
一
九
年
の
あ
る
報
道
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
報
道
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
気
候
変
動
に
直
面
し
て
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
行
く
末
は
た
だ
た
だ
悲
観
的
に
思
え
て
く
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
歴
史
的
に
洪
水
と
と
も
に
あ
っ
た
地

域
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
地
域
は
、
周
期
的
な
洪
水
災
害
を
避
け
つ

つ
も
、
水
位
上
昇
期
か
ら
利
水
す
る
な
ど
し
て
「
恵
み
」
を
引
き
出

そ
う
と
対
応
（
適
応
）
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
う
し
た
人
々
の

営
み
の
積
み
重
ね
を
通
し
て
、
ベ
ン
ガ
ル
デ
ル
タ
の
自
然
と
暮
ら
し

は
文
字
通
り
形
作
ら
れ
て
き
た
。
あ
る
程
度
の
気
候
変
動
が
避
け
得

な
い
未
来
と
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
は
、
気
候
変
動
対
策
に
お
い
て

は
「
緩
和
」
に
加
え
て
「
適
応
」
へ
の
関
心
が
日
に
日
に
増
し
て
い

る
。
特
に
「
洪
水
」
に
関
す
る
対
策
と
し
て
は
、
近
代
科
学
技
術
の

発
展
と
と
も
に
「
災
害
」
と
し
て
「
制
御
」
す
る
こ
と
の
み
に
偏
重

し
、「
適
応
」
と
い
う
観
点
が
抜
け
落
ち
て
き
た
。
近
年
気
候
変
動

に
対
す
る
「
適
応
」
の
議
論
に
お
い
て
は
、
Ｅ
ｂ
Ａ
（
生
態
系
を
活
用

し
た
適
応
策
）
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
洪
水
と
人
々
の
関
わ
り

が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
は
、
気
候
変

動
へ
の
人
類
の
「
適
応
」
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
試
金
石
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
う
じ
ょ
う
・
ぶ
ん
ぺ
い　

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授　

地
域
研
究

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
自
然
環
境
と

「
気
候
変
動
」

東
城 

文
柄

文
献
案
内

ス
ニ
ー
ル
・
ア
ム
リ
ス
『
水
の
大
陸
ア
ジ
ア
―
―
ヒ
マ
ラ
ヤ
水
系
・
大
河
・
海
洋
・

モ
ン
ス
ー
ン
と
ア
ジ
ア
の
近
現
代
』
秋
山
勝
訳
、
草
思
社
、
二
〇
二
一
年

大
橋
正
明
他
編
『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
知
る
た
め
の
66
章
』
明
石
書
店
、

二
〇
一
七
年

宮
本
真
二
他
編
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ア
ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
研
究　

第
一
巻　

自

然
と
人
間
の
環
境
史
』
海
青
社
、
二
〇
一
四
年
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